
  

 

 

 

 

 

 

様式第２号の１－② 
【⑴ 実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス 
設置者名 学校法人 高山学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難 

商業実務専門課

程 

ワーキングスタ

ディ科 

夜 ・

通信 
7単位 7単位  

事務・経理科 
夜 ・

通信 
7単位 7単位  

Web・ITデジタル

クリエーション

科 

夜 ・

通信 
7単位 7単位  

大学併修リクル

ート科 

夜 ・

通信 
13単位 13単位  

大学編入科 商

経コース 

夜 ・

通信 
7単位 7単位  

大学編入科 法

学コース 

夜 ・

通信 
7単位 7単位  

インターナショ

ナルビジネス科 

夜 ・

通信 
7単位 7単位  

（備考）Web・IT デジタルクリエーション科はクラウドコンピューティング科から令

和 7年度学科名変更。 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページで公表、授業計画（シラバス）に該当教員及び単位数明記 

https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 



  

 

 

 

 

 

 

様式第２号の２－① 
【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

    
※設置者が学校法人又は準学校法人の場合のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス 
設置者名 学校法人 髙山学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

ホームページで公表 

https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 前福岡県議会議員 

4年 

2023年 6月 6日

～ 

2027年 6月 5日 

組織運営体制の 

チェック 

非常勤 オフィスレイ 代表 

4年 

2024年 6月 4日

～ 

2028年 6月 3日 

組織運営体制の 

チェック 

非常勤 税理士 

4年 

2022年 6月 4日

～ 

2026年 6月 3日 

組織運営体制の 

チェック 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

様式第２号の３ 
【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス 

設置者名 学校法人 高山学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画は、学科・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料

としての機能、授業の改善につなげる機能を中心として作成し、授業内容、

授業の目標、到達目標、授業計画、成績評価、他の科目との関連、実務教員

の有無を記載することで、学習効果を高める狙いである。 

新年度から一定期間経過後に、教務部が各講師より所定のデータ提出に

より取りまとめる。講義形式または実習形式等からなり、通年・前期のみ・

後期のみから構成。授業目標を各教員が設定し、到達できるレベルを想定

しながら、該当期間での授業計画を、原則単元ごとに表示している。成績

評価方法も表示し、定期試験平均及び課題提出、授業態度も含めた 100 点

満点の点数化をしている。 

公表時期は、毎年６月末をめどに HP上での公表を行うものである。 

授業計画書の公表方法 https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

試験に関しては、学則で試験に関する規則を設け、学期ごとに定期試験

を行うものである。試験では、厳格な管理監督を行い、不正行為に関する

細則も設け、対処している。学習成果の評価は、試験・実習評価の成績、就

学態度及び出席状況での総合的判定である。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

各学科の成績評価に関しては、100 点満点での全科目平均点評価を導入

してある。学生が履修した科目の成績を点数化し、その合計点を履修登録

した科目数で割った 1 科目あたりの平均点である。学科ごとに全科目平均

点により成績の順位付けを行っている。指標としては 100点～90点は基準

を大きく超えて優秀である。89点～80点は基準を超えて優秀である。79点

～70 点は望ましい基準と位置付ける。69 点～60 点は履修時間を認める最

低限の基準に達しているものである。60点未満は基準を大きく下回るもの

である。学生に入学後、基準を学則に掲示し公表している。学科によって

は、平均値が高くなる傾向があるが、今後試験内容及び試験方法を改定す

る。成績下位 1/4 に該当する学生に関しては、学生ごとの全科目平均点を

算定後、学科ごとの下位 1/4に該当するものを特定する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業認定に関しては、次の卒業要件をすべて満たす者を認定する。修業

年限以上在学した者、各年度の出席率が 80％以上の者、全必須科目につい

て修了の認定を受けた者、校納金を完納した者、学則の学生生活に関する

規則に違反していない者、学則に掲げてある各学科指定の検定資格を取得

した者である。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

 

様式第２号の４－② 
【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 

 

※様式第２号の４（別紙）も併せて綴じること（令和７年度新規確認校を

除く）。 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス 

設置者名 学校法人 高山学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 
収支計算書又は損益計算書 https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 
財産目録 https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 
事業報告書 https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 
監事による監査報告（書） https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 
ワーキングスタディ科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

 

88単位 

37 単位 19 単位 32 単位 0 0 

88単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 46人 0人 3人 7人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画は、学科・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料としての機

能、授業の改善につなげる機能を中心として作成し、授業内容、授業の目標、到達目

標、授業計画、成績評価、他の科目との関連、実務教員の有無を記載することで、学

習効果を高める狙いである。 

 新年度から一定期間経過後に各講師より所定のデータ提出により取りまとめる。講

義形式または実習形式等からなり、通年・前期のみ・後期のみから構成。授業目標を

各教員が設定し、到達できるレベルを想定しながら、該当期間での授業計画を、原則

単元ごとに表示している。成績評価方法も表示し、定期試験平均及び課題提出、授業

態度も含めた 100 点満点の点数化をしている。 

学生には、4月研修時に学生生活の手引きとして配布、外部に対しての公表時期は、

毎年６月末をめどに HP上での公表を行うものである。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各学科の成績評価に関しては、100点満点での全科目平均点評価を導入してある。

学生が履修した科目の成績を点数化し、その合計点を履修登録した科目数で割った 1

科目あたりの平均点である。学科ごとに全科目平均点により成績の順位付けを行って

いる。指標としては 100点～90点は基準を大きく超えて優秀である。89 点～80点は

基準を超えて優秀である。79点～70点は望ましい基準と位置付ける。69 点～60点は

履修時間を認める最低限の基準に達しているものである。60 点未満は基準を大きく

下回るものである。学生に入学後、基準を学則に掲示し公表している。学科によって

は、平均値が高くなる傾向があるが、今後試験内容及び試験方法を改定する。成績下

位 1/4に該当する学生に関しては、学生ごとの全科目平均点を算定後、学科ごとの下

位 1/4に該当するものを特定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定に関しては、次の卒業要件をすべて満たす者を認定する。修業年限以上在

学した者、各年度の出席率が 80％以上の者、全必須科目について修了の認定を受け

た者、校納金を完納した者、学則の学生生活に関する規則に違反していない者、学則

に掲げてある各学科指定の検定資格を取得した者である。 

学修支援等 



  

（概要） 

 検定資格を取得できない学生を中心に、放課後補習及び教科担当者による個別での

対策授業等行った。学生生活に関する規則を遵守させるため、出席指導、生活習慣改

善相談行った。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 36人 

（100％） 

0人 

（0％） 

33人 

（91.7％） 

3人 

（8.3％） 

（主な就職、業界等） 

製造業 1人、運輸・情報通信業 1人、卸・小売業 19人、飲食・宿泊業 4人、 

生活関連・サービス業 5人、教育・金融・保険・医療 3人 

その他 3人（内定を得たが諸事情により辞退 2人、アルバイト継続 1人） 

（就職指導内容） 

就職指導部署を設け、担任制の中で緊密な連携を保ち、個々の学生の相談に対処した。

特に、学生向けに就職意識付け、就職活動サポート授業、企業エントリーサポート授業

（集中）、内定獲得のための校内就職合宿等を実施した。また、常に教員間の連携を保

つため、就職関係者スタッフ会議を定期的に実施した。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

簿記検定 12人、文書処理検定 28人、電卓検定 1人、ビジネス能力検定 33人、 

ファッション販売検定 20人、色彩活用ライフケアカラー検定 36人、 

パーソナルカラー検定 16人、サービス接遇検定 36人、販売士検定 10人、 

MOSword26人、サーティファイ表計算処理検定 19人 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  68人 13人  19.1％ 

（中途退学の主な理由） 

 1年次退学者数 11人、2年次退学者数 2人。合計 13人。 

 病気 4人、家庭の事情 3人、就職 1人、その他 5人。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルーム配置、担任及び就職指導による相談を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 
事務・経理科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

 

76単位 

46 単位 21 単位 9 単位 0 0 

76単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 29人 0人 3人 7人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画は、学科・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料としての機

能、授業の改善につなげる機能を中心として作成し、授業内容、授業の目標、到達目

標、授業計画、成績評価、他の科目との関連、実務教員の有無を記載することで、学

習効果を高める狙いである。 

 新年度から一定期間経過後に各講師より所定のデータ提出により取りまとめる。講

義形式または実習形式等からなり、通年・前期のみ・後期のみから構成。授業目標を

各教員が設定し、到達できるレベルを想定しながら、該当期間での授業計画を、原則

単元ごとに表示している。成績評価方法も表示し、定期試験平均及び課題提出、授業

態度も含めた 100 点満点の点数化をしている。 

学生には、4月研修時に学生生活の手引きとして配布、外部に対しての公表時期は、

毎年６月末をめどに HP上での公表を行うものである。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各学科の成績評価に関しては、100点満点での全科目平均点評価を導入してある。

学生が履修した科目の成績を点数化し、その合計点を履修登録した科目数で割った 1

科目あたりの平均点である。学科ごとに全科目平均点により成績の順位付けを行って

いる。指標としては 100点～90点は基準を大きく超えて優秀である。89 点～80点は

基準を超えて優秀である。79点～70点は望ましい基準と位置付ける。69 点～60点は

履修時間を認める最低限の基準に達しているものである。60 点未満は基準を大きく

下回るものである。学生に入学後、基準を学則に掲示し公表している。学科によって

は、平均値が高くなる傾向があるが、今後試験内容及び試験方法を改定する。成績下

位 1/4に該当する学生に関しては、学生ごとの全科目平均点を算定後、学科ごとの下

位 1/4に該当するものを特定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定に関しては、次の卒業要件をすべて満たす者を認定する。修業年限以上在

学した者、各年度の出席率が 80％以上の者、全必須科目について修了の認定を受け

た者、校納金を完納した者、学則の学生生活に関する規則に違反していない者、学則

に掲げてある各学科指定の検定資格を取得した者である。 

学修支援等 

（概要） 

 検定資格を取得できない学生を中心に、放課後補習及び教科担当者による個別での

対策授業等行った。学生生活に関する規則を遵守させるため、出席指導、生活習慣改

善相談行った。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5人 

（100％） 

0人 

（0％） 

4人 

（80.0％） 

1人 

（20.0％） 

（主な就職、業界等） 

卸・小売業 2人、生活関連・サービス業 2人 

その他 1人（アルバイト継続） 

（就職指導内容） 

就職指導部署を設け、担任制の中で緊密な連携を保ち、個々の学生の相談に対処した。

特に、学生向けに就職意識付け、就職活動サポート授業、企業エントリーサポート授業

（集中）、内定獲得のための校内就職合宿等を実施した。また、常に教員間の連携を保

つため、就職関係者スタッフ会議を定期的に実施した。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

MOS 23名、計算実務５名、税務会計７名、電卓８名、全経簿記９名、 

日商簿記５名、TS410４名、FP技能２名、調剤専門１名、医療事務（医科）１名、 

マナープロトコール５名 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  25人 

 

6人  24.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 1年次退学者数 6人、2年次退学者数 0人。合計 6人。 

 病気 2人、就職 2人、進路変更 2人。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルーム配置、担任及び就職指導による相談を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 

Web・ITデジタル 

クリエーション科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

 

80単位 

9 単位 28 単位 43 単位   

80単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 22人 0人 3人 2人 5人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画は、学科・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料としての機

能、授業の改善につなげる機能を中心として作成し、授業内容、授業の目標、到達目

標、授業計画、成績評価、他の科目との関連、実務教員の有無を記載することで、学

習効果を高める狙いである。 

 新年度から一定期間経過後に各講師より所定のデータ提出により取りまとめる。講

義形式または実習形式等からなり、通年・前期のみ・後期のみから構成。授業目標を

各教員が設定し、到達できるレベルを想定しながら、該当期間での授業計画を、原則

単元ごとに表示している。成績評価方法も表示し、定期試験平均及び課題提出、授業

態度も含めた 100 点満点の点数化をしている。 

学生には、4月研修時に学生生活の手引きとして配布、外部に対しての公表時期は、

毎年６月末をめどに HP上での公表を行うものである。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各学科の成績評価に関しては、100点満点での全科目平均点評価を導入してある。

学生が履修した科目の成績を点数化し、その合計点を履修登録した科目数で割った 1

科目あたりの平均点である。学科ごとに全科目平均点により成績の順位付けを行って

いる。指標としては 100点～90点は基準を大きく超えて優秀である。89 点～80点は

基準を超えて優秀である。79点～70点は望ましい基準と位置付ける。69 点～60点は

履修時間を認める最低限の基準に達しているものである。60 点未満は基準を大きく

下回るものである。学生に入学後、基準を学則に掲示し公表している。学科によって

は、平均値が高くなる傾向があるが、今後試験内容及び試験方法を改定する。成績下

位 1/4に該当する学生に関しては、学生ごとの全科目平均点を算定後、学科ごとの下

位 1/4に該当するものを特定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定に関しては、次の卒業要件をすべて満たす者を認定する。修業年限以上在

学した者、各年度の出席率が 80％以上の者、全必須科目について修了の認定を受け

た者、校納金を完納した者、学則の学生生活に関する規則に違反していない者、学則

に掲げてある各学科指定の検定資格を取得した者である。 

学修支援等 

（概要） 

 検定資格を取得できない学生を中心に、放課後補習及び教科担当者による個別での

対策授業等行った。学生生活に関する規則を遵守させるため、出席指導、生活習慣改



  

善相談行った。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12人 

（100％） 

0人 

（0％） 

12人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

運輸・情報通信業 7人、卸・小売業 1人、生活関連・サービス業 4人 

（就職指導内容） 

就職指導部署を設け、担任制の中で緊密な連携を保ち、個々の学生の相談に対処した。

特に、学生向けに就職意識付け、就職活動サポート授業、企業エントリーサポート授業

（集中）、内定獲得のための校内就職合宿等を実施した。また、常に教員間の連携を保

つため、就職関係者スタッフ会議を定期的に実施した。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Web ｸﾘｴｲﾀｰｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 12人 Web ｸﾘｴｲﾀｰｴｷｽﾊﾟｰﾄ 12人 Java3級 12人 

Excel2級 12人 Excel1級 10人 Word2級 12 人 Word1級 11人 

MOS PowerPoint12人 IT ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ 1人 文書処理 2級 9人 文書処理 1級 3人 

（備考）（任意記載事項） 

Web・IT デジタルクリエーション科はクラウドコンピューティング科から令和 7 年度

学科名変更。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  29人 

 

4人  13.8％ 

（中途退学の主な理由） 

 1年次退学者数 3人、2年次退学者数 1人。 

 病気 2人、就職 2人。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルーム配置、担任及び就職指導による相談を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 

大学併修 

リクルート科 
 〇 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 

昼 

 

189単位 

104単位 70 単位 15 単位 0 0 

189単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 84人 0人 7人 16人 24人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画は、学科・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料としての機

能、授業の改善につなげる機能を中心として作成し、授業内容、授業の目標、到達目

標、授業計画、成績評価、他の科目との関連、実務教員の有無を記載することで、学

習効果を高める狙いである。 

 新年度から一定期間経過後に各講師より所定のデータ提出により取りまとめる。講

義形式または実習形式等からなり、通年・前期のみ・後期のみから構成。授業目標を

各教員が設定し、到達できるレベルを想定しながら、該当期間での授業計画を、原則

単元ごとに表示している。成績評価方法も表示し、定期試験平均及び課題提出、授業

態度も含めた 100 点満点の点数化をしている。 

学生には、4月研修時に学生生活の手引きとして配布、外部に対しての公表時期は、

毎年６月末をめどに HP上での公表を行うものである。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各学科の成績評価に関しては、100点満点での全科目平均点評価を導入してある。

学生が履修した科目の成績を点数化し、その合計点を履修登録した科目数で割った 1

科目あたりの平均点である。学科ごとに全科目平均点により成績の順位付けを行って

いる。指標としては 100点～90点は基準を大きく超えて優秀である。89 点～80点は

基準を超えて優秀である。79点～70点は望ましい基準と位置付ける。69 点～60点は

履修時間を認める最低限の基準に達しているものである。60 点未満は基準を大きく

下回るものである。学生に入学後、基準を学則に掲示し公表している。学科によって

は、平均値が高くなる傾向があるが、今後試験内容及び試験方法を改定する。成績下

位 1/4に該当する学生に関しては、学生ごとの全科目平均点を算定後、学科ごとの下

位 1/4に該当するものを特定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定に関しては、次の卒業要件をすべて満たす者を認定する。修業年限以上在

学した者、各年度の出席率が 80％以上の者、全必須科目について修了の認定を受け

た者、校納金を完納した者、学則の学生生活に関する規則に違反していない者、学則

に掲げてある各学科指定の検定資格を取得した者である。 

学修支援等 

（概要） 

 検定資格を取得できない学生を中心に、放課後補習及び教科担当者による個別での

対策授業等行った。学生生活に関する規則を遵守させるため、出席指導、生活習慣改

善相談行った。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 21人 

（100％） 

0人 

（0％） 

20人 

（95.2％） 

1人 

（4.8％） 

（主な就職、業界等） 

鉱業・製造業 1人、製造業 1人、運輸・情報通信業 2人、卸・小売業 6人、 

不動産・レンタル業 1人、生活関連・サービス業 4人、教育・金融・保険・医療 5人 

その他 1人（就職活動継続） 

（就職指導内容） 

就職指導部署を設け、担任制の中で緊密な連携を保ち、個々の学生の相談に対処した。

特に、学生向けに就職意識付け、就職活動サポート授業、企業エントリーサポート授業

（集中）、内定獲得のための校内就職合宿等を実施した。また、常に教員間の連携を保

つため、就職関係者スタッフ会議を定期的に実施した。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

文書処理検定 20人、ビジネス実務法務 3級 17 人、日商簿記 3級 2人、B 検 3級 21人、 

サーティファイ（Excel）3級 20人、全経簿記 3級 19人、MOS Word19人、 

法学検定ベーシック 14人、MOS Excel17人、宅建 1人、日経テスト 21 人、 

B検 2級 18人 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  80人 

 

3人  3.8％ 

（中途退学の主な理由） 

 1年次退学者数 2人、2年次退学者数 0人、3年次退学者数 1人、4年次退学者数 0

人。合計 3人。 

 病気 1人、進路変更 1人、成績出席不良 1人。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルーム配置、担任及び就職指導による相談を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 

大学編入科  

商経コース 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

 

102単位 

68 単位 34 単位 0 0 0 

102単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140人 98人 0人 4人 12人 16人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画は、学科・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料としての機

能、授業の改善につなげる機能を中心として作成し、授業内容、授業の目標、到達目

標、授業計画、成績評価、他の科目との関連、実務教員の有無を記載することで、学

習効果を高める狙いである。 

 新年度から一定期間経過後に各講師より所定のデータ提出により取りまとめる。講

義形式または実習形式等からなり、通年・前期のみ・後期のみから構成。授業目標を

各教員が設定し、到達できるレベルを想定しながら、該当期間での授業計画を、原則

単元ごとに表示している。成績評価方法も表示し、定期試験平均及び課題提出、授業

態度も含めた 100 点満点の点数化をしている。 

学生には、4月研修時に学生生活の手引きとして配布、外部に対しての公表時期は、

毎年６月末をめどに HP上での公表を行うものである。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各学科の成績評価に関しては、100点満点での全科目平均点評価を導入してある。

学生が履修した科目の成績を点数化し、その合計点を履修登録した科目数で割った 1

科目あたりの平均点である。学科ごとに全科目平均点により成績の順位付けを行って

いる。指標としては 100点～90点は基準を大きく超えて優秀である。89 点～80点は

基準を超えて優秀である。79点～70点は望ましい基準と位置付ける。69 点～60点は

履修時間を認める最低限の基準に達しているものである。60 点未満は基準を大きく

下回るものである。学生に入学後、基準を学則に掲示し公表している。学科によって

は、平均値が高くなる傾向があるが、今後試験内容及び試験方法を改定する。成績下

位 1/4に該当する学生に関しては、学生ごとの全科目平均点を算定後、学科ごとの下

位 1/4に該当するものを特定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定に関しては、次の卒業要件をすべて満たす者を認定する。修業年限以上在

学した者、各年度の出席率が 80％以上の者、全必須科目について修了の認定を受け

た者、校納金を完納した者、学則の学生生活に関する規則に違反していない者、学則

に掲げてある各学科指定の検定資格を取得した者である。 

学修支援等 

（概要） 

 検定資格を取得できない学生を中心に、放課後補習及び教科担当者による個別での

対策授業等行った。学生生活に関する規則を遵守させるため、出席指導、生活習慣改

善相談行った。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 50人 

（100％） 

39人 

（78.0％） 

2人 

（4.0％） 

9人 

（18.0％） 

（主な就職、業界等） 

生活関連・サービス業 1人、運輸・情報通信業 1人 

その他 9人（本校就職課を経由せずに就職 4人、編入浪人 5人） 

（就職指導内容） 

一部のみの就職希望者のため個別対応を行った。進学者は大学編入後の就職意識付け、

就職活動サポート授業（大卒者用）を行った。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

TOEIC（延べ 181人）、日商簿記検定（37人）、全経簿記検定（50人）、 

マネジメント検定（46人）、MOS検定（50人） 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  103人 

 

9人  8.7％ 

（中途退学の主な理由） 

 1年次退学者数 8人、2年次退学者数 1人 

病気 3、就職 3人、家庭の事情 1人、その他 2人。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルーム配置、担任及び就職指導による相談を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 

大学編入科  

法学コース 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

 

98単位 

67 単位 31 単位 0 0 0 

98単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 25人 0人 3人 13人 16人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画は、学科・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料としての機

能、授業の改善につなげる機能を中心として作成し、授業内容、授業の目標、到達目

標、授業計画、成績評価、他の科目との関連、実務教員の有無を記載することで、学

習効果を高める狙いである。 

 新年度から一定期間経過後に各講師より所定のデータ提出により取りまとめる。講

義形式または実習形式等からなり、通年・前期のみ・後期のみから構成。授業目標を

各教員が設定し、到達できるレベルを想定しながら、該当期間での授業計画を、原則

単元ごとに表示している。成績評価方法も表示し、定期試験平均及び課題提出、授業

態度も含めた 100 点満点の点数化をしている。 

学生には、4月研修時に学生生活の手引きとして配布、外部に対しての公表時期は、

毎年６月末をめどに HP上での公表を行うものである。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各学科の成績評価に関しては、100点満点での全科目平均点評価を導入してある。

学生が履修した科目の成績を点数化し、その合計点を履修登録した科目数で割った 1

科目あたりの平均点である。学科ごとに全科目平均点により成績の順位付けを行って

いる。指標としては 100点～90点は基準を大きく超えて優秀である。89 点～80点は

基準を超えて優秀である。79点～70点は望ましい基準と位置付ける。69 点～60点は

履修時間を認める最低限の基準に達しているものである。60 点未満は基準を大きく

下回るものである。学生に入学後、基準を学則に掲示し公表している。学科によって

は、平均値が高くなる傾向があるが、今後試験内容及び試験方法を改定する。成績下

位 1/4に該当する学生に関しては、学生ごとの全科目平均点を算定後、学科ごとの下

位 1/4に該当するものを特定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定に関しては、次の卒業要件をすべて満たす者を認定する。修業年限以上在

学した者、各年度の出席率が 80％以上の者、全必須科目について修了の認定を受け

た者、校納金を完納した者、学則の学生生活に関する規則に違反していない者、学則

に掲げてある各学科指定の検定資格を取得した者である。 

学修支援等 

（概要） 

 検定資格を取得できない学生を中心に、放課後補習及び教科担当者による個別での

対策授業等行った。学生生活に関する規則を遵守させるため、出席指導、生活習慣改

善相談行った。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12人 

（100％） 

10人 

（83.3％） 

0人 

（0％） 

2人 

（16.7％） 

（主な就職、業界等） 

その他 2 人（大学編入科から大学併修リクルート科３年次への内部編入 1人、併修先の

通信制大学を継続１人） 

（就職指導内容） 

就職希望者がいないため、特になし。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

TOEIC（延べ 50人）、日商簿記検定（1人）、ビジネス実務法務検定（1人）、 

法学検定（12人）、MOS検定 Word（12人）、MOS検定 PowerPoint（1人） 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  27人 

 

6人  22.2％ 

（中途退学の主な理由） 

 1年次退学者数 4人、2年次退学者数 2人。 

 病気 1人、就職 1人、家庭の事情 1人、成績出席不良 2人、その他 1人。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセリングルーム配置、担任及び就職指導による相談を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 

インターナショナル

ビジネス科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

 

82単位 

39 単位 43 単位 0 0 0 

82単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140人 135人 135人 12人 5人 17人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画は、学科・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料としての機

能、授業の改善につなげる機能を中心として作成し、授業内容、授業の目標、到達目

標、授業計画、成績評価、他の科目との関連、実務教員の有無を記載することで、学

習効果を高める狙いである。 

 新年度から一定期間経過後に各講師より所定のデータ提出により取りまとめる。講

義形式または実習形式等からなり、前期のみ・後期のみから構成。授業目標を各教員

が設定し、到達できるレベルを想定しながら、該当期間での授業計画を、原則単元ご

とに表示している。成績評価方法も表示し、定期試験平均及び課題提出、授業態度も

含めた 100点満点の点数化をしている。 

学生には、4 月研修時に学生生活の手引きとしてルビ付きのプリントとともに配

布、外部に対しての公表時期は、毎年６月末をめどに HP 上での公表を行うものであ

る。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各学科の成績評価に関しては、100点満点での全科目平均点評価を導入してある。

学生が履修した科目の成績を点数化し、その合計点を履修登録した科目数で割った 1

科目あたりの平均点である。学科ごとに全科目平均点により成績の順位付けを行って

いる。指標としては 100点～90点は基準を大きく超えて優秀である。89 点～80点は

基準を超えて優秀である。79点～70点は望ましい基準と位置付ける。69 点～60点は

履修時間を認める最低限の基準に達しているものである。60 点未満は基準を大きく

下回るものである。学生に入学後、基準を学則に掲示し公表している。学科によって

は、平均値が高くなる傾向があるが、今後試験内容及び試験方法を改定する。成績下

位 1/4に該当する学生に関しては、学生ごとの全科目平均点を算定後、学科ごとの下

位 1/4に該当するものを特定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定に関しては、次の卒業要件をすべて満たす者を認定する。修業年限以上在

学した者、各年度の出席率が 80％以上の者、全必須科目について修了の認定を受け

た者、校納金を完納した者、学則の学生生活に関する規則に違反していない者、学則

に掲げてある各学科指定の検定資格を取得した者である。 

学修支援等 

（概要） 

 検定資格を取得できない学生を中心に、放課後補習及び教科担当者による個別での



  

対策授業等行った。学生生活に関する規則を遵守させるため、出席指導、生活習慣改

善相談行った。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 39人 

（100％） 

5人 

（12.8％） 

31人 

（79.5％） 

3人 

（7.7％） 

（主な就職、業界等） 

鉱業・建設業 1人、製造業 2人、運輸・情報通信業 6名、卸・小売業 6人、 

飲食業・宿泊業 9人、不動産業・レンタル業 1人、生活関連・サービス業 5人、 

教育・金融・保険・医療その他 2人 

進学者 5人（専門学校 5人）、その他 3人（結婚 1人、帰国 2人） 

（就職指導内容） 

就職指導部署を設け、担任制の中で緊密な連携を保ち、個々の学生の相談に対処した。

特に、学生向けに就職意識付け、就職活動サポート授業、企業エントリーサポート授業

（集中）、内定獲得のための校内就職合宿等を実施した。また、常に教員間の連携を保

つため、就職関係者スタッフ会議を定期的に実施した。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日本語能力試験 N3 23 人、日本語能力試験 N2 7人、日本語能力試験 N1 2人、 

簿記検定 3級 8人、文書処理検定 3級 13人、社会人常識マナー検定 JapanBasic 39人、

電卓検定 3級 37人、電卓検定 2級 9人、電卓検定 1級 2人、TOEIC 25人 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  81人 

 

2人  2.5％ 

（中途退学の主な理由） 

 1年次退学者数 2人、2年次退学者数 0人。合計 2人。 

 成績出席不良 1人、その他 1人。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による相談を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考 

（任意記載事項） 

ワーキングスタディ科 100,000円 540,000円 130,000円  

 事務・経理科 100,000円 560,000円 240,000円  

  Web・ITデジタル 

クリエーション科 100,000円 560,000円 240,000円  

大学併修リクルート科 100,000円 550,000円 170,000円  

大学編入科 100,000円 590,000円 190,000円  

  インターナショナル 

ビジネス科 10,000円 460,000円 190,000円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 年に数回、自己点検・自己評価及び学校関係者評価委員会を開催し、その結果を学

校 HPに公表する。 

 主な評価項目は、①学校の教育理念等、②運営方針・事業計画、③教育内容と授業

評価、④学生の学習成果、⑤学生生活支援・相談体制・就職支援、⑥施設設備・危機

管理体制、⑦学生募集、⑧財務会計、⑨コンプライアンス、⑩自己点検・自己評価結

果の取扱いなどである。 

 これらの項目に対する自己評価の客観性・透明性を高めるために、高校関係者、関

連業界関係者、卒業生、学校経営関係者など、学校と密接に関係する者の理解促進と

継続した連携協力体制の確保を行い、学校運営等の改善を図るため、学校関係者評価

委員会を組織している。評価委員の定数は４名である。 

 学校関係者評価委員会による改善・助言の実行については、学校関係者評価委員会

開催後２か月以内に、財務・施設設備は事務部が、教務は教務部が、学生指導は学生

指導部が、学生募集は進路指導部が、就職は就職指導部が、教職員管理は校長および

副校長が検討する。それぞれの部署は、関係各署と連携し、全教職員とともにこれを

実行する。 

第三者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社ケアリング 

代表取締役社長 

2年 

2025年 10月 1日～ 

2027年 9月 30日 

企業等委員 

学校法人つくば開成学園 

校長 

2年 

2025年 10月 1日～ 

2027年 9月 30日 

学術委員 



  

会計事務所 

代表税理士 

2年 

2025年 10月 1日～ 

2027年 9月 30日 

企業等委員（卒業生） 

行政書士事務所 

代表行政書士 

2年 

2025年 10月 1日～ 

2027年 9月 30日 

企業等委員（卒業生） 

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

（備考） 

第三者評価は未実施であり、実施時期は未定。そのため、表中の各項目は学校関係者

評価に関する情報である。なお、第三者評価については、2026年 4月に学内に委員会

を設置し、福岡県専門学校各種学校協会の動きも参考にしつつ、評価機構の選定作業

に着手・検討中である。 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https:// www.fcb.ac.jp/guide/ 

 

 

 

 


